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「日本語教育能力検定試験に合格するための言語学13」
「日本語教育能力検定試験完全攻略ガイド」

授業態度、出席状況
試験(60点以上で単位認定）

人口の移動やそれが引き起こす異文化の問題を理解し、異文化との接触によるショックを和らげる活動について知り、
教室活動や模擬実習に活かす。

授業概要
日本語教育能力検定試験に合格し、長く日本語教育の現場で活躍している講師から、異文化理解のために必要な様々な
ポイントについて学ぶ。

内容
　１．異文化適応・調整
　２．人口の移動
　３．異文化間教育・多文化教育
　４．メディア/情報技術活用リテラシー
　５．アイデンティティ
　６．ステレオタイプ
　７．多様な教育現場

　　　　　　　　　　　　について学ぶ。

※文化庁認定日本語教師養成講座カリキュラム

テキスト・教材・参考書 成績評価の方法・基準

担当者 青木 科目種別
実務経験のある教員等
による授業 〇

到達目標

※授業は1回2時限です
学科名
コース名 国際関係学科　日本語教師養成コース 授業方法 講義

科目名 異文化理解 学年 時間数 60


